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への確信と信頼
　祝福されたムハッラム月に、ヒジュラ暦の新年の始まりに、私達の思考は預言者ムハンマド[image: image2.png]&)



の移住の瞬間に戻ります。以前にも言及したとおり、この出来事から学ぶ事が出来る忘れ難い教訓を熟考するために、私達は時間を取るべきです。それは現世から益を得る助けとなり、来世の準備の助けとなるでしょう。
　前回の講義で、私達はイスラームの普遍的訴えについて話しました。アッラー[image: image3.emf]

はそれを簡単に理解できるようにして下さいました。それは、全ての理解の水準と文化と社会状況を包括した、全人類への主の神託です。彼の徴はとても明白に詳述されているため、大学教授よりむしろ、読み書きできない羊飼いによって認識されえました。アッラー[image: image4.emf]

への畏敬以外には、イスラームではどの様な優越もありません。；40. われは，クルアーンを易しく説き明した。さあ，誰か悟る者があるか。；月章(アル･カマル)54:40　

　それだけではなく、アッラー[image: image5.emf]

はイスラームの崇拝行為を簡単に行えるようにして下さいました。アブー･フライラ[image: image6.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image7.png]&)



は言われました。「インナー･ッ=ディーナ･ユスラー(ディーン(イスラーム)は簡単です)。そしてもし誰かがそれを複雑にしようとするならば、彼は困惑するでしょう。」「イスラームの素晴らしさを味わい、崇拝の恩恵を受けるために、元気な時にアッラー[image: image8.emf]

への服従行為をすることによって御助けを求めなさい。さもないとあなたは自身をへとへとに疲れさせ、これはあなたにそれを嫌いにさせ、それから離れさせるでしょう。」(アル･ブハーリー)　 かつて預言者[image: image9.png]&)



はモスクに入り、２つの柱の間に縄が結ばれているのを見つけました。彼は人々にそれが何かと尋ね、彼らはザイナブ[image: image10.png]Al



が礼拝に立ち続けれなくなった時に、彼女自身を支えるために使っているのであろうと話しました。彼は彼らにそれを外すように言って、眠い時に間違ったり、礼拝中に誤った事を言わないように、疲れた時は眠るように人々に勧めました。
　アッラー[image: image11.emf]

への信頼を持つ事は、強いイーマーン(信仰)を持っている事の徴です。ムスリムの信仰が強い時、彼らの心はアッラー[image: image12.emf]

への偉大さで満たされ、彼を信頼し、彼が与えた事を何でも受け入れるでしょう。；3. かれが考えつかないところから，恵みを与えられる。アッラーを信頼する者には，かれは万全であられる。本当にアッラーは，必ず御意を完遂なされる。アッラーは凡てのことに，一定の期限を定められる。；離婚章(アッ･タラーク)65:3　；173. 人びとが，かれらに向かって言った。「見なさい，あなたがたに対して大軍が集結している。かれらを恐れるべきである。」だがこのことが却ってかれらの信仰を深めた。そして「わたしたちには，アッラーがいれば万全である。かれは最も優れた管理者であられる。」と言った。174. だからこそかれらは，アッラーの御恵みと恩恵に浴して帰って来た。艱難にも遭遇しないで，かれらはアッラーの喜ばれるところに従うことが出来た。本当にアッラーは偉大な恩恵の主であられる。；イムラーン家章(アーリ･イムラーン)3:173-174　；2. 信者は，アッラーのことに話が進んだ時，胸が（畏敬の念で）戦く者たちで，かれらに印が読誦されるのを聞いて信心を深め，主に信頼する者たち，；戦利品章(アル･アンファール)8:2
　ウマル･イブン･アル=ハッターブは伝えています。彼はアッラーの御使い[image: image13.png]&)



が言っているのを聞きました。「もしあなたが真に堅固な信頼でアッラーを信じているならば、朝空腹で巣を離れ、夜には満腹になって巣に戻って来る鳥に彼が与えられるように、彼はあなたに蓄えを与えられるでしょう。」(アッ=ティルミジー)
　預言者ムハンマド[image: image14.png]&)



と教友達は、この信頼の素晴らしい模範を私達に示されました。彼らは、創造者であり全ての存在物の主であられる、アッラー[image: image15.emf]

の限りない御力を堅固に信じていました。；58. 死ぬことのない永生者を信頼して，かれを讃えて唱念しなさい。かれは，しもべたちの凡ての罪を完全に熟知される。；識別章(アル･フルカーン)25:58
　イスラーム初期のマッカの困難な時期を通して、預言者[image: image16.png]&)



は彼の使徒と預言者としての使命を完成させるのを、アッラー[image: image17.emf]

が御助け下さるという確信を完成させました。アッラー[image: image18.emf]

が地球の隅々に届くまで、イスラームの神託を維持して下さるであろうと言う事を、彼は教友達に再保障することによって、困難な時期を耐えるよう教友達に常に助言していました。彼は、手に握られている物を信じるよりもアッラー[image: image19.emf]

の神託を信じ、アッラー[image: image20.emf]

に頼るように教友達に教えました。
使徒達のアッラー[image: image21.emf]

への信頼はとても完全であったため、彼が；94. だからあなたが命じられたことを宣揚しなさい。そして多神教徒から遠ざかれ。；アル･ヒジュル章15:94、と命令を受けた時も、彼は外へ出て、アッラー[image: image22.emf]

唯一人を崇拝するように人々へ公に呼びかけ始め、偶像崇拝者達が彼を妨げようとしました。その時でさえ、彼は止めませんでした。

　彼らは彼を罵りました。；30. またかれらは，「只の詩人だ。かれの運勢が逆転するのを待とう」と言う。；山章(アッ･トール)52:30　；30. だが，真理がかれらのところに来たとなると，「これは魔術です。わたしたちは，決してこれを信じません。」と言う。31. またかれらは，「このクルアーンは，何故2つの町の有力な人物に下されなかったのでしょうか。」と言う。32. かれらは主の慈悲を割り当てるのか。われは，現世の暮しに必要な物を，あなたがたに配分し，また或る者を外の者より上に地位を上げ，或る者を外に服させる。あなたの主の慈悲は，かれらが蓄積したものより，はるかに尊いのである。；金の装飾章(アッ･ズフルフ)43:30-32

　彼らは信じるためではなく、騒動を起すためだけに、彼に証拠を示すように強く要求しました。；90. かれらは言う。「わたしたちのために，あなたが地から泉を涌き出させるまでは，あなたを信じないであろう。91. またはあなたがナツメヤシやブドウの園を所有し，その間を通って豊かに川を流れさすまでは。92. またはあなたが（あり得ると）言明したように，大空を粉ごなにしてわたしたちに落すまで。またアッラーそして天使たちを，（わたしたちの）面前に連れて来るまで。93. またはあなたが，黄金（の装飾）の家を持ち，（梯子を踏んで）天に登るまでは。いや，わたしたちに読める啓典を持って下るまで，あなたの昇天をも信じないであろう。」言ってやるがいい。「主に讃えあれ，わたしは使徒として（遺わされた）一人の人間に過ぎないではないか。」；17:90-93
偶像崇拝者達は、彼を家族と共にアブー･ターリブの山道へ追放しました。そこでは彼らの誰一人として、ムスリム達と商売をする事を禁じられました。彼らが3年後に追放から抜け出した時、彼の妻ハディージャ[image: image23.png]Al



と、彼の叔父で庇護者であったアブー･ターリブが亡くなりました。
これらの試練と喪失は彼を妨げませんでした。彼はアッラー[image: image24.emf]

への崇拝を人々へ呼び掛けるために、アッ=ターイフへ行きました。しかしアッ=ターイフの人々は彼に投石し、足まで血が流れ落ちるほどでした。しかし彼は、アッラー[image: image25.emf]

への強い信頼のために、それでも決して諦めませんでした。

アッラー[image: image26.emf]

へのこの信頼がある人々は、審判の日において高い地位があるでしょう。イブン･アッバース[image: image27.png]


は伝えています。預言者[image: image28.png]&)



は言われました。「多くの人々が私の前に連れて来られる。私はその中に小さな集団を率いる預言者、また一人か二人の信奉者と共にいる預言者、まただれも従う者のいない預言者などの姿を見かけることだろう。非常に大きな集団が私の所に連れて来られる時私は、私のウンマの者だと錯覚する、その時(ジブリール[image: image29.png]


に)『これはモーゼと彼の民です。地平線の方を見なさい。』と告げられる。そちらを眺めるとそこには大集団が見える。私は更に地平線の別の方角を見るようにと言われて目を転じるが、そこにも大集団が見られ『これがあなたのウンマです。彼らのうち、7万人はなんら審理される事も罰を受ける事もなく天国に入れるのです。』と告げられるのである。こう話した後、御使いは立ち上がり、ご自身の家に入っていかれた。その後彼らは『一体どんな人達が審理される事も、罰を受ける事もなく天国に入る事を許されるのか』と、熱心に論じ始めた。或る人は『それは多分、御使いの教友として一緒に過ごした人々であろう』といい、また別の者は『生まれながらのムスリムで、アッラーに何者をも比肩しなかった人々のことであろう』とも言った。これら以外にも様々な意見を人々は述べ合った。その時御使いが、また、彼らの所に出て来られ『あなた達は何について論じているのですか』とお尋ねになった。彼らがそれらの話題について述べると、御使いはこう言われた。『彼らとは、呪文を自分で唱えたり、他人にそれを頼んだり、また、予言を信じたりせず、一途に主におすがりする人々の事です。』この時、ウッカーシャ･イブン･ミフサンが立ち上がって言った。『私を是非彼らの一人として下さるようアッラーに祈って下さい』御使いは彼に『あなたはすでに、彼らの中の一人です』と言われた。この時、また別の男も立って『アッラーが私を彼らの中の一人に加えるよう祈って下さい』と頼んだが、御使いは『ウッカーシャがあなたより先です』といわれた。」(サヒーフ･ムスリム)
人の心がアッラー[image: image30.emf]

への信頼で満ちている時、何も彼を傷つける事ができません。ジャーバル・イブン・アブドゥッラー[image: image31.png]


は伝えています。「ザート･ッ=リカーウの戦いの間、アッラーの御使いは、木の枝に剣を掛け休憩をしていました。一人の偶像崇拝者が、預言者にひそやかに忍び寄り、彼の剣を掴み彼の側に立って言いました。『今誰が私からあなたを護れるのか?』『アッラー！アッラー！アッラー！』と、預言者は大声で叫びました。多神教徒の手から剣が落ち、預言者はそれを取って言いました。『今誰が私からあなたを護ることができるのか？』多神教徒は言いました。『おぉ、ムハンマドよ！　私に慈悲を！』預言者は言いました。『アッラー以外に神がなく、私がアッラーの使徒であると証言しますか?』『いいえ、しません。』と、その男は言いました。『しかし私はあなたと戦わず、私の部族もあなたと戦わないと約束します。』預言者は微笑まれその男に言いました。『行け！あなたは自由である。』この男は彼の部族のもとに戻り彼らに言いました。『私は最良の人類のもとからあなた達の所に来たばかりです！』」(アル・ブハーリー、ムスリム)
アッラーの御使い[image: image32.png]&)



は彼の教友達に、アッラー[image: image33.emf]

を信頼するように常に教え、家から外出する時にするこの祈祷を私達に残してくれました。「ビスミ･ッラー、タワッカルトゥ・アラ･ッラー、ワラー･ハウラ･ワラー･クウワタ･イッラー･ビッラー(アッラーの御名において、アッラーにお任せします、アッラー以外に完璧に物事を行う力はありません)」(アブー･ダウード、アッ=ティルミジー、イブン･マージャ)
アル=バッラーァ･イブン･アージブ[image: image34.png]


は伝えています。預言者[image: image35.png]&)



は、眠る前にこの祈祷を言うように、彼らに教えられました。「アッラーよ、私はあなたへ私の魂を委ね、私の事をあなたへ託し、私の顔をあなたへ向けます、そして私はあなたへの希望と畏れの中で、完全にあなたに頼っています。真に、あなたと共である以外に、あなたから齎される安全と避難はありません。私はあなたが啓示された経典と、あなたが送られた預言者を信じます。」
預言者[image: image36.png]&)



のアブー･バカル[image: image37.png]


とのマッカへの聖還は、アッラー[image: image38.emf]

への信頼の大いなる模範でした。彼らがサウルの洞窟で隠れていた時、クライッシュは彼らを探すためにその外側にいました。アブー･バカルは言いました。「もし誰かが下を向いたならば、私達を見つけるでしょう。」しかし預言者は、アッラーへの完璧な信頼と共に答えられました。「アブー･バカルよ！　2人がいる時、アッラーが3人目です。」(アル･ブハーリー、ムスリム)
一部の人々はタワッカル･アラ･ッラーを誤解しています。彼らは言います。「私達はアッラーを信頼しています。それゆえ、自身のために少しでも備えるよう奮闘したり、努力をしたりしないでしょう。」彼らが理解し損ねた事とは、私達は出来る限り全ての事をしなければならず、そして残りをアッラー[image: image39.emf]

に委ねるという事です。彼はこの地上に多くの機会と贈物を置かれました。そしてそれらの最高の利用方法を知っている人が一番の成功者です。これは、創造物へのアッラー[image: image40.emf]

の慣習であり、ムスリムと非ムスリムの全人類に適用します。もしムスリムが、アッラー[image: image41.emf]

が与えられた富を有効に使わなければ、彼は成果を得ないでしょう。
この真相の証明は、アッラーの御使い[image: image42.png]&)



のヒジュラ(聖還)で見つける事が出来ます。彼は可能な全ての富を費やし、ヤスリブ(マディーナ)への旅を確実に成功させるために必要な全ての用心を行いました。そして彼の制御を越えた事には、彼はアッラー[image: image43.emf]

へ完全な信頼をしていました。彼は同行者のアブー･バカル[image: image44.png]


にさえ(彼の計画を)話しませんでした。出かける時が来た時、彼はアブー･バカル[image: image45.png]


の家へ行きました。彼の友アブー･バカル[image: image46.png]


は、彼が預言者[image: image47.png]&)



と同行する人であると言う知らせを聞いて泣きました。それ以外の用心として、彼は家を囲んでいる偶像崇拝者達に、彼がそこでまだ眠っていると思わせるために、従兄弟のアリー･イブン･アブー･ターリブ[image: image48.png]


に彼の寝床で寝るように頼みました。また預言者[image: image49.png]&)



はアーミル･イブン･フハイラ[image: image50.png]


に、預言者達[image: image51.png]&)



の痕跡を無くす為に、彼の羊を彼らの足跡の上に追いやるように言いました。クライッシュが彼らを見つけ出す全ての希望を諦めるまで、彼らはサウルの洞窟で3日間過ごしました。預言者ムハンマド[image: image52.png]&)



がこれらの用心を取った後で、アッラー[image: image53.emf]

の御助けが来ました。クライッシュが、彼らが隠れている洞窟のちょうど外側に立っていた時、アッラー[image: image54.emf]

は蜘蛛に巣を張らさせ、入り口の上の木に、鳩に卵を産ませました。彼らの一人は言いました。「私達は全ての場所を探しました。ムハンマドと彼の友はそこにいるに違いありません。」しかしアッラー[image: image55.emf]

は、無情な敵アブー･ジャハルの舌で、彼らをお守り下さりました。アブー･ジャハルは返事しました。「気が狂ったのですか?　あの蜘蛛はムハンマドが生まれる前からそこにいます！」
もしアッラー[image: image56.emf]

が望まれたならば、彼は彼の愛する使徒[image: image57.png]&)



の聖還を、アル=イスラーとアル=ミァラージュと同様に早く確実にさせる事が出来ました。そしてそれにより、全ての陸路の危険を避けさせる事が出来た事を、私達は考えるべきです。どちらにしろ、アッラー[image: image58.emf]

は彼への信頼の実態について、幾つかの価値のある教訓を私達に教えるために、彼の使徒[image: image59.png]&)



に陸路で聖還させられました。
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